
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちの生活に密接している里やまの自然環境は、とても変化

の著しい場所です。「いつの間にか、生き物がいなくなってしまった」

そんな事態になる前に、地域の自然を継続的に調査し、変化を早く察

知する「モニタリング調査」をはじめませんか。 

今回は、土地利用の変化から人間活動の影響や、地域の全体像を把握

する人為的インパクト調査の手法を実際に体験する講習会を開催します。 

他の調査に活かしたい方、地域の保全管理計画に活かしたい方、など、

ぜひこの機会にご参加ください。お待ちしています！ 

■ 日時：2010 年 3 月 7 日（日）13：00～16：00  ※ 雨天決行    

■ 場所：三田市立有馬富士自然学習センター(兵庫県三田市福島 1091-2) 

■ 参加対象：里やまでのモニタリング調査に関心のある方 

■ 内容：モニタリング調査の意義、相観植生図の作り方  

時間 調査項目 
13：00～16：00 人為的インパクト（定員 15 名）

■ 講師：兵庫県立淡路景観園芸学校 藤原道郎氏 

■ 費用：資料代等 

（財）日本自然保護協会の会員／1 項目 1000 円 
    （財）日本自然保護協会の会員でない方／1 項目 2000 円 

（財）日本自然保護協会／NACS-J 保全研究部 モニタリングサイト 1000 里地調査係 

〒104-0033 東京都中央区新川 1-16-10 ミトヨビル 2F 

TEL：03-3553-4104   FAX：03-3553-0139 E-mail：moni1000satochi@nacsj.or.jp 

ホームページ：http://www.nacsj.or.jp/project/moin1000/ 

①氏名 ②郵便番号および住所 ③電話番号 ④メールアドレス ⑤参加調査項目 ⑥ＮＡＣＳ-Ｊ会員の有無（会員の

方は会員番号） ⑦所属団体名を記入して、郵送・ＦＡＸ・Ｅメールのいずれかで下記までお申し込みください。 

※申し込み多数の場合は抽選とさせていただき、3 月 1 日（月）までに結果をお知らせします。 

 

開催内容

※交通費、昼食、宿泊費は各自で負担 

申し込み方法 申し込み締め切り： 2 月 22 日（月）  

地域の自然をずっと守っていくために・・・モニタリング調査をはじめませんか？ 

人為的インパクト調査 

里やまのモニタリング調査講習会（人為的インパクト調査）

参加者募集！        2010 年 3 月 7 日 場所：兵庫県三田市 

相観植生図の作成

相観植生図 

相観植生図とは…森林、草地、水域、耕作地など

土地利用ごとの広がりを図にしたもの

※100 年の長期調査として行っている環境省事業「モニタリングサイト 1000 里地調査」と同じ手法です 

※下記のホームページにて全９項目の調査マニュアルを公開しています 


